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従来、骨格筋 濃度を最大に刺激するとされる無負荷で 時間（ 時間× ｾｯﾄ、
間 分休息）の低強度・長時間水泳運動は、 発現に関与していると考えられてい
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いて検討する目的で、運動ｾｯﾄ回数を ｾｯﾄ、 ｾｯﾄ、および 濃度を最大に刺激する
と考えられている ｾｯﾄの 種類に設定した．その結果、骨格筋 濃度はコントロ
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